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ウダイカンバ

アイヌ語；シタﾂニ
漢字表記：鵜松明樺
摩周山麓、美幌峠の中腹に群生

が見られる。

令
和
七
年
三
月
一
九
日
（
水
）

一
九
：
〇
〇

ふ
る
さ
と
歴
史
館

勉
強
会

講
師
：
金
井

秀
明

氏

（
元
玉
川
大
学
農
学
部
技
術
指
導
員
）

演
題

仮
題

「
川
湯
の
森
を
見
れ
ば
カ
ナ
ダ
、

ア
ラ
ス
カ
の
森
に
行
け
る
」

※
弟
子
屈
と
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
西
海
岸
の

植
生
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
解
説
。

勉
強
会

細川音治著『阿寒・摩周の植物』から

ふ
る
さ
と
歴
史
館

ミ
ニ
展
示

（
新
収
蔵
資
料
展
）

・
安
田
善
次
郎
像

川
湯
地
域
の
方
が
譲
り
受
け

保
管
し
て
あ
っ
た
も
の
を
ふ
る

さ
と
歴
史
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
明
治
の
初
め
に
道
東
地
方

の
産
業
発
展
の
礎
を
な
し
た
人

物
で
す
。

・
安
田
鉄
道
（
釧
路
鉄
道
）

解
説
パ
ネ
ル

川
湯
温
泉
に
展
示
し
て
あ
っ

・
水
越
武
自
然
写
真
展

前
回
の
例
会
で
計
画
書
（
案
）

に
つ
い
て
充
分
な
説
明
と
協
議

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

補
助
金
申
請
の
期
限
や
水
越

氏
の
都
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
日

程
を
左
記
で
進
め
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

第
一
回

五
月
二
八
日
か
ら

六
月
八
日
（
一
一
日
間
）

第
二
回
目

六
月
一
八
日
か
ら

六
月
二
九
日
（
一
一
日
間
）

・
町
内
郵
便
局

小
型
印
ラ
リ
ー
そ
の
後

ラ
リ
ー
完
走
の
ご
褒
美
に
大

門
（
弟
子
屈
町
出
身
）
作
「
大

相
撲
歴
代
横
綱
一
覧
」
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
作
業
ス
ペ
ー
ス

に
額
装
し
て
あ
り
ま
す
。

・
小
林
式
本
棚
の試

作
品

種
市
資
料
を
納
め
る
本
棚
を

松
橋
式
で
試
作
し
ま
し
た
が
強

度
不
足
の
た
め
、
小
林
氏
の
書

斎
に
あ
る
本
棚
を
参
考
に
し
ま

し
た
。
試
作
品
に
ま
だ
難
点
が

あ
り
、
改
良
し
た
本
棚
を
考
案

中
で
す
。

・
髙
瀨
氏
講
演
録

再
校
正
版

髙
瀨
氏
の
講
演
録
を
小
林

氏
が
文
字
起
し
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
の
再
校
正

版
が
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

た
も
の
で
、
駅
舎
の
管
理
業
務

が
民
間
委
託
に
な
る
際
に
地
域

の
人
が
譲
り
受
け
た
も
の
で
、

ふ
る
さ
と
歴
史
館
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

大相撲歴代横綱一覧

演
題

「
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
（
川
湯
硫

黄
山
）
と
安
田
砿
山
鉄
道

（
釧
路
鉄
道
）
」

講
師
：
松
橋

秀
和
会
長

ふ
る
さ
と
歴
史
館
ミ
ニ
展

示
に
あ
わ
せ
て
「
シ
リ
ー
ズ
：

弟
子
屈
の
発
展
に
尽
く
し
た

人
び
と
①

安
田

善
次
郎
」

を
種
市
佐
改
著
『
硫
黄
山
と

鉄
道
百
年
物
語
』
・
『
阿
寒

国
立
公
園
と
硫
黄
鉱
山
』

（
釧
路
博
物
館
・
石
川
孝
織

編
著
）
を
ベ
ー
ス
に
し
て
解

説
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ア

ト
サ
ヌ
プ
リ
に
関
し
て
の
情

報
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
の

で
、
日
程
を
調
製
し
て
座
談

会
形
式
で
語
り
合
う
こ
と
を

計
画
し
ま
す
。
ど
ん
な
知
見

が
出
て
く
る
か
、
楽
し
み
で

す
。



美
補
峠
の
石
碑

弟
子
屈
町
内
に
あ
る
文
学
碑

は
、
山
本
広
氏
の
『
て
し
か
が

文
学
散
歩―

文
学
碑
め
ぐ
り
ー
』

に
詳
し
い
が
、
美
幌
峠
の
頂
上

付
近
に
昭
和
一
六
年
に
釧
路
の

佐
々
木
米
太
郎
氏
が
建
立
し
た

国
府
犀
東
（
こ
く
ぶ

さ
い
と

う
）
が
こ
こ
の
風
景
を
詠
っ
た

七
言
絶
句
の
石
碑
が
あ
る
。

山
本
広
氏
は
美
幌
町
側
に
あ

る
と
み
て
著
作
に
掲
載
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
、
と
推
察
す
る
。

ど
っ
ち
だ
こ
っ
ち
だ
と
言
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
筆
者
が
地

図
と
合
わ
せ

る
と
控
え
目

に
見
て
も
弟

子
屈
町
側
に

あ
る
よ
う
に

み
え
る
。

弟
子
屈
町

の
関
係
資
料

に
は
こ
の
碑

に
関
す
る
記

述
は
未
見
で

あ
る
が
『
美
幌
町
史
』
に
は
碑

文
の
紹
介
が
あ
る
の
で
、
『
美

幌
町
史
』
に
記
載
の
あ
る
文
章

を
紹
介
す
る
。

碑
文
は

蒼
茫
網
走
曠
原
平

久
壽
里
湖
匳
鏡
明

狩
勝
嶺
頭
何
足
媲

干
皴
青
藎
北
氷
瀛犀

東

（
そ
う
ぼ
う
あ
ば
し
り
の
こ
う

げ
ん
た
い
ら
か
に
し
て
）

（
く
す
り
こ
れ
ん
き
ょ
う
あ
き

ら
か
な
り
）

（
か
り
か
ち
の
れ
い
と
う
な
ん

ぞ
ひ
ょ
う
す
る
に
た
ら
ん
）

（
せ
ん
ぱ
せ
い
つ
く
る
と
こ
ろ

ほ
く
ひ
ょ
う
の
う
み
あ
り
）

読
み
下
し
は

「
あ
お
あ
お
と
し
た
網
走
の

高
原
は
開
け
、
屈
斜
路
湖
は
箱

鏡
の
よ
う
に
光
り
、
そ
の
こ
ろ

北
海
道
一
と
言
わ
れ
た
狩
勝
峠

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
美

し
さ
で
あ
り
、
青
さ
の
続
く
果

に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
も
見
え

ま
す
よ
」

大
正
八
年
に
「
史
蹟
天
然
記

念
物
保
存
法
」
が
施
行
さ
れ
、

阿
寒
地
方
で
は
「
阿
寒
湖
及
び

同
湖
の
ヒ
メ
マ
ス
並
に
毬
藻
、

屈
斜
路
湖
並
に
オ
ビ
ラ
メ
」
を

候
補
に
上
申
し
て
い
る
。
一
方
、

大
正
一
〇
年
度
か
ら
は
内
務
省

衛
生
局
に
お
い
て
国
民
保
健
と

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
の

立
場
か
ら
阿
寒
地
方
を
含
む
全

国
の
一
六
候
補
地
を
指
定
し
た

が
、
こ
れ
に
は
摩
周
湖
、
屈
斜

路
湖
は
含
ま
れ
て
は
い
な
か
っ

た
。明

治
の
末
に
は
美
幌
側
古
梅
、

大
正
の
初
め
に
は
弟
子
屈
側
エ

ン
ト
コ
マ
ッ
プ
ま
で
の
道
路
は

あ
っ
た
が
、
弟
子
屈
・
美
幌
間

は
全
通
し
て
い
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
大
正
九
年
八
月
の
豪

雨
に
よ
る
大
洪
水
で
弟
子
屈
周

辺
の
橋
が
悉
く
流
出
や
破
損
で

孤
立
状
態
と
な
り
、
美
幌
側
か

ら
物
資
の
補
給
を
求
め
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

こ
で
大
正
七
年
に
釧
路
土
木
派

出
所
長
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

永
山
在
兼
は
、
弟
子
屈
・
美
幌

間
の
未
開
通
部
分
を
二
ヶ
月
間

の
突
貫
工
事
で
開
通
さ
せ
た
。

国
分
犀
東
は
、
「
戦
前
日
本

の
記
者
、
官
僚
、
漢
詩
人
。
石

川
県
金
沢
市
出
身
。
新
潟
、
台

湾
、
東
京
で
新
聞
記
者
を
務
め

た
後
、
内
閣
、
宮
内
省
、
文
部

省
等
で
地
方
改
良
運
動
、
近
代

社
格
制
度
、
詔
勅
起
草
、
文
化

財
行
政
等
に
関
わ
っ
た
（W

ikip
ed
ia

か
ら
引
用
）
」
と
い
う
人

物
で
あ
る
。

国
分
犀
東
が
文
部
省
史
蹟
名

勝
天
然
記
念
物
調
査
会
の
考
査

員
と
し
て
こ
の
地
を
訪
れ
た
の

は
、
永
山
在
兼
が
美
幌
峠
を
全

通
さ
せ
た
の
ち
か
ら
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
る
九
年
ま
で
の
間

で
あ
ろ
う
か
。

（
松
橋

筆
）
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